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12月第四回定例会（12月７日～８日）

　
一般質問 町政を問う ６名13件の質問

－ 中 学 生との 座 談 会 の 様 子  － 

一般会計補正予算 ほか
（９月29日）

令和３年度 標茶町国民健康保険事業事業勘定
特別会計補正予算　ほか
・国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
・標茶町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準
　を定める条例の一部を改正する条例の制定について　ほか編集／広　報　委　員　会
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各
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会
報
告

（
認
定
第
１
号
～
第
８
号
）

　

認
定
第
１
号
～
第
８
号
（
令
和
３
年
度

補
正
予
算
）
の
審
査
報
告
は
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

議
案
第
84
号

名
誉
町
民
の
決
定
に
つ
き
議
会
の
議
決
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

千
葉
健
氏
（
栄
）
を
名
誉
町
民
と
す
る

推
薦
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
第
11
号

専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
度
標
茶
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
８
号
）
１
２
６
億
２
，

４
８
８
万
９
千
円
（
20
万
円
の
追
加
）
を

承
認
し
ま
し
た
。

議
案
第
73
号

標
茶
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

出
産
育
児
一
時
金
が
40
万
４
千
円
か
ら

40
万
８
千
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
74
号

　

標
茶
町
ア
イ
ヌ
住
宅
改
良
資
金
貸
付
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

 

条
文
が
簡
素
化
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
75
号

標
茶
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
「
基
礎
課
税
額
」
の
文
言
の
追
加
。
未

就
学
児
の
い
る
世
帯
の
基
礎
課
税
額
の
被

保
険
者
均
等
割
り
額
が
従
来
の
二
分
の
一

に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

議
案
第
76
号

標
茶
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
伴
い
書
面
等
に

つ
い
て
、
電
磁
的
記
録
に
よ
る
方
法
も
可

能
と
す
る
た
め
の
改
正
で
す
。

議
案
第
77
号

標
茶
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
伴
い
書
面
等
に

つ
い
て
、
電
磁
的
記
録
に
よ
る
方
法
も
可

能
と
す
る
た
め
の
改
正
で
す
。

第四回定例会

補
正
予
算
可
決

補
正
予
算
可
決

補
正
予
算
可
決

令
和
三
年
・
第
四
回
定
例
会

・防雪対策費　　　　　　　 １億 3,791 万 5 千円の追加
・標茶中学校防音事業（解体）　　 3,452 万 8 千円の追加
・中山間地域等直接支払交付金事業　　7,863 万円の減
・子育て世代への臨時特別給付事業　　3,380 万円　など

◎一般会計補正予算
128億931万1千円（１億8,442万２千円の追加）

◎国民健康保険事業事業勘定特別会計補正予算
１１億９，３４８万５千円（１３８万３千円の追加）

◎下水道事業特別会計補正予算
５億４，３００万円（差し引き０円）

◎介護保険事業特別会計補正予算
８億８，７７５万３千円（６６万８千円の追加）

◎上水道事業会計補正予算（歳出）
１億４，７５１万５千円（差し引き０円）

◎病院会計補正予算（歳出）
１４億３，９８２万９千円（１，００５万５千円の追加）

条
例
の
一
部
改
定

条
例
の
一
部
改
定

条
例
の
一
部
改
定

報　

告

報　

告

報　

告
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臨時会

議
案
第
68
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

契
約
の
目
的　

標
茶
町
茅
沼
地
区
観
光

　

宿
泊
施
設
改
修
建
築
主
体
工
事

　

契
約
金
額　

５
億
３
，
５
７
０
万
円

　

契
約
の
相
手
方　

サ
ト
ケ
ン
・
星
特
定

　

建
設
工
事
共
同
企
業
体

議
案
第
69
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

契
約
の
目
的　

標
茶
町
茅
沼
地
区
観
光

　

宿
泊
施
設
改
修
機
械
設
備
工
事

　

契
約
金
額　

３
億
５
，
１
６
７
万
円

　

契
約
の
相
手
方　

池
田
・
永
昌
特
定
建

　

設
工
事
共
同
企
業
体

議
案
第
70
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

契
約
の
目
的　

標
茶
町
茅
沼
地
区
観
光

　

宿
泊
施
設
改
修
電
気
設
備
工
事

　

契
約
金
額　

１
億
５
０
５
万
円

　

契
約
の
相
手
方　

さ
さ
き
電
設
株
式
会

　

社
議
案
第
71
号

財
産
取
得
に
つ
い
て

　

財
産
の
種
類
・
数
量　

厨
房
機
器
一
式

　

取
得
の
目
的　

標
茶
町
茅
沼
地
区
観
光

　

宿
泊
施
設
改
修
工
事
に
係
る
厨
房
機
器

　

購
入

　

取
得
金
額　

７
，
４
８
０
万
円

　

取
得
の
相
手
方　

株
式
会
社
ア
イ
ホ
―

　

議
案
第
68
号
、
第
69
号
、
第
70
号
の
提

案
に
対
し
て
反
対
の
立
場
で
す
。
議
案
は

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
が
、
契
約
の
相
手
方
に
反
対
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
契
約
金
額
に
対
し

て
の
反
対
で
す
。

　

憩
の
家
か
や
沼
は
、
設
置
条
例
に
う
た

わ
れ
て
い
る
と
お
り
町
民
の
憩
い
の
場
と

し
て
親
し
ま
れ
て
き
て
お
り
ま
し
た
が
、

観
光
公
社
の
倒
産
で
閉
鎖
さ
れ
町
民
か
ら

早
期
再
開
を
望
む
声
が
２
，
０
０
０
名
以

上
の
署
名
で
町
長
の
も
と
に
届
け
ら
れ
ま

し
た
。
町
長
も
そ
の
町
民
の
声
に
応
え
て

再
開
の
た
め
に
施
設
の
改
修
を
決
断
し
た

こ
と
は
評
価
い
た
し
ま
す
。
し
か
し
、
従

来
の
施
設
と
は
グ
レ
ー
ド
が
大
き
く
違

い
、
多
額
の
改
修
費
を
要
す
る
こ
と
か
ら

早
期
再
開
を
求
め
た
町
民
の
中
か
ら
も
今

後
へ
の
不
安
の
声
が
上
が
り
、
先
の
町
民

の
こ
え
意
見
を
聴
く
会
で
も
そ
う
し
た
こ

と
が
表
れ
て
い
ま
す
。
町
民
の
憩
い
の
場

の
は
ず
が
、
こ
れ
か
ら
は
気
軽
に
利
用
で

き
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。
完
成
後
の

維
持
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
要
す
る
経
費
も

多
額
と
な
り
、
将
来
の
財
政
負
担
に
影
響

を
与
え
る
の
で
は
な
い
か
。
か
や
沼
周
辺

の
観
光
事
業
整
備
と
の
関
連
性
が
議
会
に

示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
工
事
施
工

や
今
後
の
施
設
運
営
に
あ
た
っ
て
近
隣
の

地
権
者
や
関
係
者
、
団
体
な
ど
と
協
議
、

解
決
す
べ
き
は
な
い
の
か
な
ど
疑
問
点
も

あ
り
、
よ
っ
て
議
案
３
案
に
反
対
す
る
も

の
で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算

　

１
２
６
億
２
，
４
６
８
万
９
千
円
（
１
，
０
５
２
万
６
千
円
の
追
加
）

議　

案

議　

案

議　

案

議　

案
第
６
回
臨
時
会

第
６
回
臨
時
会

第
６
回
臨
時
会

（９月29日）（９月29日）（９月29日）

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

鈴
木
裕
美  

議
員
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第四回定例会  一般質問

問

町
政
を
問
うう

一 般 質 問
生活困窮者に福祉灯油の更なる充実を 深見  　迪

議員

町　長 　12 月時点での価格で支給している
問

答

　
　
　
　
　
　
　
　

す
で
に
、
本
町
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
「
標
茶
町
ほ
っ
と
ら

　
　
　
　
　
　

い
ふ
制
度
」
を
設
け
、
国

　
　
　
　
　
　

民
健
康
保
険
税
や
後
期
高

　
　
　
　
　
　

齢
者
医
療
保
険
料
の
５
割
、

　
　
　
　
　
　

７
割
減
額
対
象
世
帯
ま
た

　
　
　
　
　
　

は
減
額
対
象
と
同
様
な
所

　
　
　
　
　
　

得
の
世
帯
を
助
成
の
対
象

　
　
　
　
　
　

と
し
て
、
年
間
灯
油
１
０
０

　
　
　
　
　
　

ℓ
分
の
暖
房
費
補
助
を
行

　
　
　
　
　
　

っ
て
い
る
が
、
灯
油
の
高

　
　
　
　
　
　

止
ま
り
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が

　
　
　
　
　
　

収
ま
ら
な
い
中
住
民
生
活

　
　
　
　
　
　

に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
て

　
　
　
　
　
　

い
る
が
、
町
長
の
現
状
認

　
　
　
　
　
　

識
を
聞
く
。

　
　
　
　
　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
生

　
　
　
　
　
　

活
応
援
と
し
て
、
現
状
の

　
　
　
　
　
　

１
０
０
ℓ
の
上
乗
せ
、
対

　
　
　
　
　
　

象
世
帯
の
拡
大
を
考
え
て

　
　
　
　
　
　

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

ま
た
、
生
活
保
護
世
帯

　
　
　
　
　
　

は
冬
季
加
算
が
あ
る
が
灯

油
の
値
上
げ
が
あ
っ
て
も
支
給
金
額
は
変

わ
ら
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
暖
房
費
援

助
な
ど
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

飲
食
店
な
ど
を
含
め
事
業
者
に
対
す
る
支

援
な
ど
も
、
道
や
国
に
要
請
し
、
同
時
に

町
独
自
で
も
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

　　
　

暖
房
費
の
助
成
に
つ
い
て
は
、　

１
０
０

　
　

ℓ
分
と
し
、
12
月
時
点
で
の
灯
油
価

格
を
基
準
と
し
て
助
成
し
て
い
る
が
、
現

在
灯
油
価
格
の
高
止
ま
り
は
、
様
々
な
経

済
活
動
や
生
活
の
重
し
に
な
っ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　

合
計
６
千
円
分
の
商
品
券
を
全
世
帯
に

配
布
す
る
予
算
を
計
上
し
て
お
り
、
現
時

点
で
の
暖
房
費
助
成
の
拡
大
に
つ
い
て
は

考
え
て
い
な
い
。
ま
た
、
生
活
保
護
世
帯

へ
の
暖
房
費
の
助
成
に
つ
い
て
も
同
じ
で

あ
る
。

　

飲
食
店
な
ど
を
含
め
た
事
業
者
へ
対
す

る
支
援
な
ど
も
、
国
や
道
の
支
援
制
度
を

最
大
限
活
用
し
て
ほ
し
い
。
国
や
道
に
対

し
て
は
必
要
に
応
じ
て
要
望
を
行
っ
て
い

く
。

　
　

町
長
は
、
当
選
後
最
初
の
所
信
表
明

　
　

の
中
で
、「
人
口
減
少
対
策
と
し
て

移
住
政
策
を
強
化
し
、
塘
路
地
区
に
分
譲

地
を
検
討
し
ま
す
」
と
述
べ
た
。
今
後
の

本
町
の
発
展
を
思
う
と
非
常
に
重
要
な
施

策
で
あ
る
と
考
え
る
が
そ
の
考
え
に
変
わ

り
は
な
い
か
。

　

分
譲
地
の
内
容
と
価
格
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
住
宅
を
建
て
る

考
え
は
ど
う
か
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
は
自
治
体
の
住
民
に
対
す

る
義
務
的
事
業
と
考
え
る
が
、
茅
沼
地
区

の
上
水
道
計
画
を
考
え
、
新
た
な
集
落
の

発
展
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　　
　

所
信
表
明
の
「
塘
路
地
区
に
分
譲
地

　
　

を
」
の
考
え
に
変
わ
り
は
な
い
。
分

譲
地
に
つ
い
て
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
莫
大

な
資
金
が
必
要
と
な
り
現
在
そ
の
考
え
方

を
一
時
凍
結
し
て
い
る
。
住
宅
建
設
に
つ

い
て
は
空
き
家
や
空
き
地
の
有
効
利
用
も

含
め
視
野
を
広
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

　

茅
沼
地
区
の
上
水
道
計
画
に
つ
い
て

は
、
長
期
計
画
期
間
の
必
要
と
費
用
負
担

な
ど
の
課
題
が
あ
る
。
飲
用
水
の
確
保
の

観
点
か
ら
現
実
的
な
対
策
を
関
係
機
関
、

地
域
会
と
引
き
続
き
協
議
を
進
め
て
い

る
。

　
　

本
町
も
「
ア
イ
ヌ
施
策
推
進
地
域
計

　
　

画
」
が
認
定
さ
れ
、
具
体
的
な
各
種

事
業
が
進
ん
で
い
る
が
、
そ
の
具
体
的
な

内
容
を
聞
く
。

深
見　
　

迪
議
員

塘
路
・
茅
沼
地
区
の
開
発
計

画
を
具
体
的
に
進
め
る
べ
き

問答

深
見　
　

迪
議
員

ア
イ
ヌ
施
策
推
進
地
域
計
画
で

ア
イ
ヌ
文
化
の
伝
承
、
生
活
向

上
を

塘　路　駅
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多和平展望台トイレを早急に建て替えるべき 鴻池 智子  
議員

町　長 　補助メニューを活用した改修で対応していく

　
　
　
　
　
　
　
　

多
和
平
展
望
台
の
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

イ
レ
は
、
観
光
客
、

　
　
　
　
　
　

町
民
か
ら
も
、
良
い
評
価

　
　
　
　
　
　

は
聞
こ
え
て
き
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　

こ
の
度
、
鏡
の
設
置
、
落

　
　
　
　
　
　

書
き
の
消
去
、
鳥
の
巣
除

　
　
　
　
　
　

去
な
ど
対
応
を
し
た
が
、

　
　
　
　
　
　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

　
　
　
　
　
　

対
策
や
収
束
後
の
集
客
拡

　
　
　
　
　
　

大
を
見
据
え
て
、
広
く
明

　
　
　
　
　
　

る
く
清
潔
感
の
あ
る
ト
イ

　
　
　
　
　
　

レ
に
建
て
替
え
る
べ
き
。

　
　
　
　
　
　
　
　

建
設
か
ら
34
年
が
経

　
　
　
　
　
　
　
　

過
し
建
物
や
衛
生
器

　
　
　
　
　
　

具
等
に
不
具
合
や
不
備
が

　
　
　
　
　
　

あ
っ
た
場
合
、
都
度
修
繕

　
　
　
　
　
　

に
よ
り
対
応
し
て
い
る
が

　
　
　
　
　
　

施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で

　
　
　
　
　
　

い
る
こ
と
も
あ
り
根
本
的

　
　
　
　
　
　

な
解
決
に
は
至
っ
て
い
な

　
　
　
　
　
　

い
。
町
と
し
て
は
補
助
メ

　
　
　
　
　
　

ニ
ュ
ー
を
活
用
し
た
全
面

改
修
を
目
指
し
財
源
確
保
の
た
め
情
報
取

集
を
行
っ
て
い
る
。

　

財
源
の
目
途
が
た
っ
た
段
階
で
速
や
か

に
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

最
近
の
報
道
で
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に

　
　

つ
い
て
、
国
や
自
治
体
が
調
査
し
救

済
に
向
け
て
動
き
出
し
た
と
あ
っ
た
。
厚

生
労
働
省
が
今
年
４
月
に
公
表
し
た
全
国

の
中
高
生
の
調
査
で
は
、
中
学
生
の
約

１
７
人
に
１
人
、
高
校
生
の
約
２
４
人
に

１
人
が
「
世
話
を
し
て
い
る
家
族
が
い

る
」
と
解
答
し
て
い
る
。
子
供
が
家
庭
内

で
世
話
に
追
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
学
業
や

進
路
へ
の
影
響
、
同
世
代
か
ら
の
孤
立
な

ど
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
子
供

達
は
自
分
自
身
を
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
認

識
し
て
お
ら
ず
周
囲
に
相
談
相
手
の
い
な

い
例
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で

町
と
し
て
子
供
や
そ
の
家
族
を
孤
立
さ
せ

な
い
取
り
組
み
が
必
要
と
思
う
の
で
早
急

に
調
査
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

　
　

町
で
は
こ
れ
ま
で
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

　
　

に
関
す
る
調
査
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
本
年
、
北
海
道
が
行
っ
た
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
の
実
態
調
査
に
つ
い
て
は
、
本
町

を
含
む
道
内
の
中
学
・
高
校
の
２
年
生
を

対
象
と
し
た
調
査
を
実
施
し
そ
の
結
果
は

北
海
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
さ
れ
て

い
る
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
疑
い
の
あ
る

事
例
を
把
握
し
た
場
合
は
要
保
護
児
童
対

策
協
議
会
や
関
係
機
関
と
連
携
し
問
題
解

決
に
努
め
て
い
く
。

5

一般質問

問

答

答

　

認
定
さ
れ
た
予
算
額
は
い
く
ら
か
。

　

今
後
何
ヵ
年
計
画
で
ど
の
よ
う
な
事
業

を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
か
。

　

本
町
に
は
、
憩
の
家
周
辺
、
サ
ル
ボ
・

サ
ル
ル
ン
展
望
台
周
辺
を
は
じ
め
と
し
て

ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
の
貴
重
な
遺
跡
が
あ
る

が
、
誰
も
が
分
か
る
よ
う
に
掲
示
板
、
案

内
板
の
設
置
な
ど
も
計
画
に
入
れ
て
は
ど

う
か
。

　
　

事
業
内
容
に
つ
い
て
は
、５
年
間
で
、 

　
　

文
化
財
マ
ッ
プ
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
ア

イ
ヌ
文
化
に
係
る
体
験
、
ぺ
カ
ン
ペ
採
取

体
験
、
ア
イ
ヌ
文
化
に
係
る
学
習
支
援
、

ア
イ
ヌ
伝
承
音
楽
保
存
、
活
用
、
ぺ
カ
ン

ペ
採
取
用
舟
作
製
、
旧
塘
路
駅
逓
所
改
修

に
係
る
実
施
設
計
及
び
改
修
、
ア
イ
ヌ
文

化
伝
承
普
及
イ
ベ
ン
ト
事
業
な
ど
を
考
え

て
い
る
。

　

５
年
間
の
総
事
業
費
は
、
１
億
１
，

０
０
７
万
円
、
交
付
金
額
は
８
，
８
０
５

万
６
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

遺
跡
の
掲
示
板
案
内
板
の
設
置
な
ど

も
、
内
閣
府
と
協
議
を
し
な
が
ら
進
め
て

い
く
。

鴻
池　

智
子
議
員

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態

調
査
を
す
べ
き

問答
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乳幼児の視覚検査にスポットビジョンスクリーナーの導入を 鈴木 裕美               
議員

町　長 　各種検査体制向上に向け取り組む

　
　
　
　
　
　
　
　

乳
幼
児
健
診
は
様
々

　
　
　
　
　
　
　
　

な
発
育
の
チ
ェ
ッ
や

　
　
　
　
　
　

障
害
の
早
期
発
見
と
早
期

　
　
　
　
　
　

の
治
療
や
療
育
へ
と
つ
な

　
　
　
　
　
　

げ
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

乳
幼
児
の
視
覚
・
見
え

　
　
　
　
　
　

方
に
つ
い
て
の
発
見
は
ど

　
　
　
　
　
　

の
よ
う
な
場
面
で
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　

い
る
の
か
、
ま
た
、
乳
幼

　
　
　
　
　
　

児
健
診
で
視
覚
検
査
は
い

　
　
　
　
　
　

つ
行
わ
れ
る
の
か
、
ど
の

　
　
　
　
　
　

よ
う
な
方
法
で
行
っ
て
い

　
　
　
　
　
　

る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

全
く
見
え
な
い
場
合
は

　
　
　
　
　
　

保
護
者
が
気
付
く
が
、
見

　
　
　
　
　
　

え
て
い
る
が
見
方
が
ど
う

　
　
　
　
　
　

か
を
発
見
す
る
た
め
に
検

　
　
　
　
　
　

診
の
中
で
ど
の
よ
う
に

　
　
　
　
　
　

チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
の

　
　
　
　
　
　

か
。

　
　
　
　
　
　
　

再
検
査
と
な
る
子
ど
も

　
　
　
　
　
　

の
状
況
は
。
そ
の
推
移
に

　
　
　
　
　
　

つ
い
て
も
聞
く
。
低
視
力

の
状
態
に
あ
る
子
ど
も
を
早
期
に
発
見

し
、
治
療
を
開
始
す
る
こ
と
が
極
め
て
重

要
だ
。
弱
視
は
５
歳
ま
で
に
治
療
を
開
始

す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
発
見
が
遅
け
れ
ば

視
力
の
成
長
が
止
ま
り
治
療
に
も
反
応
せ

ず
、
視
力
は
改
善
し
な
い
。
チ
ェ
ッ
ク
体

制
を
確
実
な
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
求

　
　
　
　
　
　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　

牛
乳
、
乳
製
品
の
需

　
　
　
　
　
　

要
が
低
迷
し
続
け
て
い

　
　
　
　
　
　

る
。
２
０
２
０
年
度
か
ら

　
　
　
　
　
　

の
酪
農
肉
用
牛
近
代
化
基

　
　
　
　
　
　

本
方
針
で
政
府
は
、
７
８
０

　
　
　
　
　
　

万
ト
ン
に
増
や
し
ば
か
り

　
　
　
　
　
　

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

目
標
達
成
の
た
め
、
畜

　
　
　
　
　
　

産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
を
推

　
　
　
　
　
　

進
し
、
そ
の
活
用
で
規
模

　
　
　
　
　
　

を
拡
大
し
て
き
た
の
が
現

　
　
　
　
　
　

状
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
生

　
　
　
　
　
　

乳
の
需
要
低
迷
が
続
く
な

　
　
　
　
　
　

ら
ば
、
本
町
の
基
幹
産
業

　
　
　
　
　
　

で
あ
る
酪
農
業
は
危
機
的

　
　
　
　
　
　

状
況
に
な
る
と
考
え
る
が

　
　
　
　
　
　

町
長
の
所
見
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

ま
た
、
苦
労
し
て
生
産

　
　
　
　
　
　

し
た
生
乳
を
捨
て
る
よ
う

　
　
　
　
　
　

な
状
況
が
起
き
る
不
安
も

　
　
　
　
　
　

あ
る
が
ど
う
か
。

　

需
要
回
復
に
力
を
入
れ
る
よ
う
政
府
に

支
援
策
を
求
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

　

ま
た
、
大
き
な
融
資
を
受
け
た
酪
農
家

に
対
し
、
借
金
の
返
還
期
間
を
延
ば
す
な

ど
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

　

さ
ら
に
は
、
関
係
機
関
と
協
議
も
し
、

乳
価
を
現
在
の
危
機
的
状
況
を
乗
り
越
え

ら
れ
る
よ
う
に
、
さ
ら
に
上
げ
る
よ
う
政

府
に
働
き
か
け
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

　　
　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う
需
要
減
な
ど

　
　

を
理
由
と
し
て
、
全
体
で
５
０
０
０

ｔ
の
減
産
な
ど
生
産
抑
制
が
さ
れ
る
と
い

う
情
報
が
入
っ
て
き
て
い
る
が
非
常
に
危

惧
す
べ
き
状
況
と
認
識
し
て
い
る
。

　

町
と
し
て
は
生
乳
廃
棄
と
な
ら
な
い
よ

う
、
牛
乳
贈
答
券
１
千
円
分
を
配
布
す
る

な
ど
、
乳
製
品
の
消
費
拡
大
や
Ｐ
Ｒ
活
動

を
実
施
し
て
い
く
。
地
域
の
基
幹
産
業
を

守
る
た
め
に
も
政
府
に
要
請
し
て
い
く
。

　

生
産
者
を
救
済
す
る
た
め
の
措
置
も
、

可
能
で
あ
れ
ば
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

乳
価
に
つ
い
て
は
、
国
に
要
請
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

矢
臼
別
演
習
場
で
12
月
５
日
か
ら
９

　
　

日
、
初
め
て
オ
ス
プ
レ
イ
を
使
う
日

米
共
同
訓
練
を
行
う
こ
と
が
発
表
さ
れ
、

関
係
４
町
村
は
要
請
行
動
を
し
た
が
北
海

道
防
衛
局
の
返
答
は
ど
う
か
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
、
住
宅
密
集
地
は
も

と
よ
り
基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農
地
の
上
空

を
飛
来
す
る
こ
と
は
な
い
か
。

　
「
人
命
に
関
わ
る
重
大
事
故
に
つ
な
が

り
か
ね
な
い
」
事
例
も
あ
る
。
オ
ス
プ
レ

イ
の
矢
臼
別
訓
練
そ
の
も
の
を
拒
否
す
る

よ
う
強
く
要
請
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　　
　

11
月
11
日
に
周
辺
自
治
体
協
議
会
と

　
　

し
て
、
北
海
道
防
衛
局
に
要
請
を

行
っ
た
。
回
答
は
、「
訓
練
内
容
の
公
表

に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
早
期
に
関
係

自
治
体
に
知
ら
せ
る
。
飛
行
経
路
に
つ
い

て
は
、
可
能
な
限
り
知
ら
せ
る
。

　

安
全
管
理
を
徹
底
し
て
い
く
こ
と
を
求

め
て
い
く
」
等
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　

オ
ス
プ
レ
イ
飛
来
の
拒
否
に
つ
い
て

は
、
オ
ス
プ
レ
イ
訓
練
反
対
の
意
思
表
示

を
し
な
が
ら
要
請
を
行
っ
た
。

生乳の生産抑制とならないよう国に要請すべき 渡邊  定之               
議員

町　長 　牛乳廃棄とならないよう国に要請していく

一般質問

答

答 問

問

渡
邊　

定
之
議
員

危
険
な
オ
ス
プ
レ
イ
訓
練
の
中

止
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か

問
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め
ら
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。「
ス
ポ
ッ
ト
ビ
ジ
ョ
ン
ス
ク
リ
ー

ナ
ー
」
と
い
う
補
助
検
査
機
器
が
あ
る
。

早
期
発
見
と
治
療
に
結
び
つ
け
る
成
果
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
町
で
導
入
す
る

考
え
は
な
い
か
。

　
　

視
覚
検
査
は
３
歳
児
を
対
象
と
し
実

　
　

施
、
健
診
会
場
で
視
覚
０
．
５
が
確

認
で
き
な
い
場
合
、
眼
科
専
門
医
に
繋
げ

る
。
乳
幼
児
健
診
時
に
お
け
る
各
種
検
査

体
制
の
精
度
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
は

必
要
。
屈
折
検
査
機
器
の
導
入
に
つ
い
て

は
町
単
独
購
入
対
応
で
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　
　

性
の
違
い
に
よ
っ
て
縛
ら
れ
な
い
こ

　
　

と
、「
自
分
ら
し
さ
」
を
見
つ
け
、

自
分
を
育
て
な
が
ら
他
者
と
違
う
生
き
方

を
し
て
い
る
人
を
認
め
る
こ
と
は
大
切
な

こ
と
で
す
。

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
代
表
さ
れ
る
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
ー
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
認
識

を
し
て
い
る
の
か
。
当
事
者
の
現
実
を
正

し
く
理
解
し
、
受
け
止
め
、
人
権
・
平
等

の
観
点
は
も
と
よ
り
多
様
性
を
尊
重
し
誰

も
が
「
自
分
ら
し
く
」「
安
心
し
て
」「
学

び
」「
働
き
」「
暮
ら
せ
る
」
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
導
入

を
求
め
る
が
い
か
が
か
。

　
　

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
に
つ
い
て

　
　

は
、
幅
広
く
情
報
取
集
を
行
い
検
討

も
含
め
研
究
し
て
い
く
。
ス
ム
ー
ズ
な
対

応
が
で
き
る
か
の
懸
念
も
あ
り
、
現
段
階

で
の
導
入
は
時
期
尚
早
で
あ
る
と
考
え

る
。

一般質問

答

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
理
解
と
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
導
入
を

問

答

答 問

鈴
木　

裕
美
議
員

　
　

飲
食
や
観
光
を
生
業
と
す
る
商
工
業

　
　

者
は
、
依
然
難
し
い
経
営
を
強
い
ら

れ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
コ
ロ
ナ
禍
が
収

束
し
、
公
的
支
援
が
途
絶
え
た
後
の
経
営

体
制
の
構
築
は
、「
待
っ
た
な
し
」
の
状

態
だ
。
経
営
を
維
持
す
る
た
め
に
借
り
入

れ
た
資
金
の
返
済
も
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に

　
　
　
　
　
　

よ
っ
て
変
化
し
た
消
費
動

　
　
　
　
　
　

向
や
生
活
様
式
を
ビ
ジ
ネ

　
　
　
　
　
　

ス
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
た

　
　
　
　
　
　

め
の
、
積
極
的
な
投
資
が

　
　
　
　
　
　

難
し
い
と
言
う
実
態
を
把

　
　
　
　
　
　

握
し
て
い
る
か
。
ま
た
、

　
　
　
　
　
　

そ
う
し
た
希
望
や
相
談
に

　
　
　
　
　
　

対
し
て
、
国
や
北
海
道
が

　
　
　
　
　
　

実
施
し
て
い
る
有
利
な
補

　
　
　
　
　
　

助
事
業
の
情
報
を
収
集

　
　
　
　
　
　

し
、
紹
介
す
る
な
ど
し
て

　
　
　
　
　
　

い
る
か
。
当
事
者
と
商
工

　
　
　
　
　
　

会
だ
け
の
問
題
で
は
な
い

　
　
　
　
　
　

と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
ま
で
、
事
業
の

　
　
　
　
　
　

拡
大
や
新
規
出
店
を
後

　
　
　
　
　
　

押
し
し
て
き
た
「
Ｇ
Ｏ
Ｇ

　
　
　
　
　
　

Ｏ
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　

事
業
補
助
金
」
の
適
用
範

　
　
　
　
　
　

囲
の
拡
大
、
補
助
率
、
上

　
　
　
　
　
　

限
額
を
引
き
上
げ
、
商
工

　
　
　
　
　
　

業
者
の
「
コ
ロ
ナ
後
」
を

　
　
　
　
　
　

支
援
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　

商
工
会
で
は
相
談
が
あ
っ
た
場
合
、

　
　

専
門
家
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
で
対

応
、
町
内
事
業
者
へ
の
支
援
と
し
て
中
小

企
業
振
興
融
資
の
活
用
、
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
チ
ャ

レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
業
は
、
補
助
対
象
と

な
る
経
費
や
業
態
の
変
更
・
適
用
範
囲
・

補
助
率
上
限
拡
大
は
、
具
体
的
な
要
望
を

踏
ま
え
検
討
し
柔
軟
な
支
援
を
検
討
す

る
。

　
　
「
北
海
道
立
農
業
大
学
校
」「
北
海
道

　
　

立
北
の
森
づ
く
り
学
院
」
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
養
成
す

る
専
修
学
校
で
あ
る
。
本
町
か
ら
の
進
学

者
は
ど
の
程
度
か
。
専
門
的
な
知
識
を
持

コロナ後を見据えた商工業者の経営強化に支援を 類瀬  光信               
議員

町　長 　関係機関と情報共有し検討する

類
瀬　

光
信
議
員

一
次
産
業
の
人
材
確
保
に

育
英
資
金
を
活
用
す
べ
き

問
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公共施設等総合管理計画の具体策 本多 耕平               
議員

町　長 　具体的管理計画の推進を図る

っ
た
農
業
者
、
林
業
者
を
育
成
す
る
こ
と

は
、
本
町
の
一
次
産
業
に
と
っ
て
重
要
と

思
う
が
ど
う
か
。
両
校
を
標
茶
町
育
英
資

金
の
対
象
と
し
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
っ

て
進
学
を
躊
躇
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に

で
き
な
い
か
。
対
象
と
な
っ
て
い
る
場
合

で
も
、更
な
る
周
知
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
専
門
的
知
識
を

　
　

習
得
し
、
生
産
現
場
で
実
践
し
技
能

を
高
め
る
こ
と
は
、
本
町
の
一
次
産
業
の

人
材
確
保
に
大
変
重
要
と
考
え
る
。
標
茶

町
育
英
資
金
は
貸
付
対
象
と
な
る
。

　

町
広
報
に
就
学
期
・
年
度
途
中
と
合
わ

せ
２
回
掲
載
、
進
学
情
報
誌
の
奨
学
金
制

度
掲
載
に
よ
り
周
知
し
て
い
る
。
対
象
進

学
先
、
高
校
へ
の
周
知
を
し
後
押
し
を
す

る
。

一般質問

北海道立北の森づくり専門学院

答

　
　
　
　
　
　
　
　

標
茶
町
過
疎
地
域
持

　
　
　
　
　
　
　
　

続
的
発
展
市
町
村
計

　
　
　
　
　
　

画
が
発
表
さ
れ
令
和
３
年

　
　
　
　
　
　

４
月
１
日
よ
り
令
和
８
年

　
　
　
　
　
　

３
月
31
日
ま
で
の
５
ヶ
年

　
　
　
　
　
　

と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中

　
　
　
　
　
　

で
、
公
共
施
設
の
管
理
に

　
　
　
　
　
　

関
す
る
計
画
で
、
３
つ
の

　
　
　
　
　
　

基
本
方
針
に
よ
り
考
え
方

　
　
　
　
　
　

が
示
さ
れ
て
い
る
。
本
町

　
　
　
　
　
　

の
実
態
を
考
え
れ
ば
管
理

　
　
　
　
　
　

の
あ
り
方
、
方
針
に
つ
い

　
　
　
　
　
　

て
は
異
を
と
な
え
る
も
の

　
　
　
　
　
　

で
は
な
い
が
５
ヶ
年
の
計

　
　
　
　
　
　

画
で
あ
り
、
も
う
一
歩
前

　
　
　
　
　
　

を
見
据
え
た
実
効
性
の
あ

　
　
　
　
　
　

る
具
体
的
な
計
画
が
ど
の

　
　
　
　
　
　

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
進

　
　
　
　
　
　

捗
状
況
、
３
点
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

伺
う
。

　
　
　
　
　
　

①
本
町
に
お
い
て
は
未
使

　
　
　
　
　
　

用
の
公
共
施
設
が
所
管
す

　
　
　
　
　
　

る
課
ご
と
に
ど
の
く
ら
い

　
　
　
　
　
　

あ
る
か
。

②
所
管
す
る
課
ご
と
の
年
間
維
持
管
理
費

　

は
ど
の
く
ら
い
か
。

③
未
使
用
施
設
の
今
後
の
具
体
的
な
利
用

　

計
画
。

　
　

管
理
課
所
管
で
中
久
著
呂
生
活
改
善

　
　

セ
ン
タ
ー
、
保
健
福
祉
課
所
管
で
弥

栄
児
童
館
・
久
著
呂
へ
き
地
保
育
所
・
阿

歴
内
へ
き
地
保
育
所
、
教
育
委
員
会
所
管

で
阿
歴
内
小
中
学
校
・
久
著
呂
中
央
小
中

学
校
・
弥
栄
小
学
校
で
あ
る
。
管
理
課
・

保
健
福
祉
課
部
で
は
維
持
管
理
費
は
な
い

が
建
物
災
害
保
険
で
約
14
万
円
で
あ
る
。

教
育
委
員
会
の
３
施
設
で
約
３
０
０
万
円

の
維
持
管
理
費
で
あ
る
。
今
後
の
利
用
計

画
は
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
改

定
後
、
各
施
設
の
長
寿
命
化
計
画
の
策
定

を
し
町
有
施
設
の
具
体
的
管
理
計
画
の
推

進
を
図
る
。

　
　

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
中
で

　
　

町
民
は
日
々
平
穏
な
生
活
を
し
て
い

る
が
、
近
年
自
然
災
害
が
多
発
、
ま
た
、

火
災
に
よ
る
災
害
等
が
町
内
で
発
生
し
て

い
る
。
消
防
職
員
・
団
員
の
方
々
に
感
謝

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
前
者
だ
け
で
な
く

町
民
が
共
助
の
気
持
ち
で
生
活
し
て
い
る

こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　

ど
の
よ
う
に
し
て
緊
急
事
態
を
町
民
や

団
員
の
方
々
に
周
知
す
る
の
か
、
以
前
は

サ
イ
レ
ン
に
よ
っ
て
町
民
や
団
員
に
周
知

し
て
い
た
と
聞
い
た
が
、
現
在
は
サ
イ
レ

ン
を
使
用
す
る
こ
と
に
町
民
か
ら
苦
情
が

あ
り
使
用
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
だ
。
共

に
住
む
町
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
、

災
害
は
町
民
一
人
一
人
が
助
け
合
う
た
め

に
も
一
刻
も
早
く
そ
の
状
況
を
理
解
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
手
段
は
緊
急
サ

イ
レ
ン
が
な
に
よ
り
と
思
う
。
町
民
の
命

と
暮
ら
し
を
守
る
町
と
し
て
緊
急
時
に
お

け
る
サ
イ
レ
ン
の
使
用
を
要
請
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

緊
急
事
態
の
周
知
方
法
は
携
帯
電
話

　
　

の
活
用
、
導
入
を
進
め
て
い
る
個
別

受
信
機
な
ど
、
様
々
な
手
段
を
用
い
て
招

集
・
避
難
の
対
応
を
し
て
い
る
。

　

緊
急
時
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ
た
意
味
、

そ
の
後
の
行
動
等
、
町
民
の
理
解
を
い
た

だ
く
こ
と
も
町
の
任
務
と
認
識
し
て
い

る
。
緊
急
時
の
サ
イ
レ
ン
の
使
用
は
消
防

機
関
と
確
認
し
、
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
に
努
め
る
。

問

答

本
多　

耕
平
議
員

緊
急
時
の
サ
イ
レ
ン
使
用
を

要
請
す
べ
き

問

答
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引
退
馬
の
預
託
事
業
は
、
着
実
に
実

　
　

績
を
伸
ば
し
、
交
流
人
口
と
ふ
る
さ

と
納
税
の
獲
得
に
貢
献
し
て
い
る
。
事
業

の
中
心
地
、
阿
歴
内
地
区
で
は
、
ホ
ー
ス

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
開
設
や
永
代
供

養
施
設
の
設
置
な
ど
へ
の
期
待
も
膨
ら

む
。

　

し
か
し
、
預
託
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る

牧
場
ま
で
の
道
路
は
、
こ
れ
ま
で
冠
水
や

決
壊
に
よ
り
通
行
が
困
難
に
な
る
こ
と
が

あ
っ
た
。
預
託
事
業
の
性
格
上
、
こ
れ
は

致
命
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
補
強

や
整
備
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

預
託
牧
場
の
入
口
ま
で
は
町
道
で
あ

　
　

る
た
め
、
砂
利
の
補
足
・
グ
レ
ー
ダ

に
よ
り
道
路
強
靭
化
に
よ
る
事
故
に
備
え

る
。
水
害
時
対
応
と
し
て
鉄
の
杭
に
よ
る

土
留
め
や
、
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
予
防
保

全
を
し
て
い
く
。

　
　

市
街
地
や
酪
農
家
の
敷
地
内
で
、
有

　
　

害
獣
と
し
て
キ
ツ
ネ
の
駆
除
を
依
頼

さ
れ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
手
順
で
対
応

し
て
い
る
か
。
キ
ツ
ネ
は
、
狩
猟
対
象
獣

で
も
あ
り
、
狩
猟
捕
獲
の
場
合
は
、
箱
罠

に
狩
猟
許
可
の
内
容
等
を
表
示
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
。
有
害
駆
除
の
場
合
、
こ

う
し
た
表
示
が
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
散

見
さ
れ
る
。
狩
猟
捕
獲
と
同
様
に
、
捕
獲

の
目
的
や
箱
罠
の
設
置
者
な
ど
の
明
示
を

徹
底
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

市
街
地
で
の
キ
ツ
ネ
を
含
む
有
害
鳥

　
　

獣
駆
除
は
、
町
民
か
ら
の
要
請
に
よ

り
箱
罠
狩
猟
法
に
基
づ
き
登
録
表
証
等
を

つ
け
設
置
す
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　

会
計
年
度
任
用
制
度
が
２
年
前
に
制

　
　

度
化
さ
れ
た
が
、
臨
時
的
任
用
職
員

の
採
用
の
仕
方
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る

か
。
ま
た
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
ど
う

徹
底
し
て
い
る
か
。

　

社
会
人
枠
で
の
職
員
募
集
の
要
件
に
事

務
経
験
１
年
以
上
と
あ
る
が
な
ぜ
か
。

　
　

募
集
要
件
と
し
て
本
町
は
即
戦
力
を

　
　

望
む
立
場
か
ら
事
務
経
験
者
を
過
去

は
し
て
い
た
が
、
現
在
は
新
規
採
用
に
力

を
入
れ
不
足
分
と
し
て
社
会
人
枠
を
求
め

て
い
る
。
臨
時
的
職
員
の
採
用
に
つ
い
て

は
あ
く
ま
で
も
臨
時
的
で
あ
る
が
身
分
の

保
証
に
つ
い
て
は
会
計
年
度
任
用
職
員
と

同
等
で
あ
る
。

　

法
令
順
守
等
の
徹
底
は
、
職
員
研
修

等
々
で
常
に
理
解
を
深
め
て
い
る
。

　
　

地
域
振
興
で
定
住
促
進
が
取
り
組
ま

　
　

れ
て
い
る
が
、
定
住
希
望
者
の
身
元

等
は
ど
の
よ
う
に
調
査
し
て
い
る
か
。　

　
　

定
住
希
望
者
の
身
元
調
査
に
つ
い
て

　
　

は
行
っ
て
い
な
い
、
町
が
紹
介
す
る

と
き
は
地
元
の
方
々
と
協
力
し
合
っ
て
定

住
政
策
を
進
め
て
い
く
。

　
　

11
月
24
四
日
の
暴
風
で
の
被
害
調
査

　
　

は
行
わ
れ
た
の
か
。
被
害
が
出
た
な

ら
そ
れ
に
対
す
る
支
援
対
策
は
。

　
　

道
路
・
農
林
関
係
に
は
大
き
な
被
害

　
　

は
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
、
今
後
と

も
調
査
は
速
や
か
に
行
い
必
要
と
な
れ
ば

支
援
対
策
は
迅
速
に
行
う
。

　
　

町
が
委
嘱
し
て
い
る
各
種
委
員
、
特

　
　

に
町
内
会
を
通
し
て
の
委
員
が
い

る
。
町
か
ら
の
会
議
の
案
内
時
間
が
ほ
と

ん
ど
日
中
の
た
め
な
か
な
か
参
加
が
で
き

な
い
。
夜
間
開
催
は
で
き
な
い
か
。

　
　

委
員
会
等
の
構
成
メ
ン
バ
ー
を
見
て

　
　

今
後
検
討
し
て
い
く
。

総括質疑

問答

総　
括　
質　
疑

総　
括　
質　
疑

第
４
回
定
例
会

鈴
木　

裕
美
議
員

「
引
退
馬
預
託
事
業
に
関
す
る
道

路
を
早
急
に
整
備
す
べ
き
」

問

「
箱
罠
で
有
害
駆
除
を
実
施
す
る

際
の
表
示
は
適
切
か
」

答

「
採
用
の
仕
方
は
」

問

答

問

答

「
調
査
は
し
っ
か
り
す
る
べ
き
」

類
瀬　

光
信
議
員

「
被
害
に
対
す
る
支
援
を
」

問答「
夜
間
開
催
は
で
き
な
い
か
」

問答
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総括質疑
　
　

ホ
ッ
ト
ラ
イ
フ
制
度
の
対
象
者
を
ど

　
　

の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。
対
象

者
の
中
に
は
住
民
票
は
本
町
に
あ
る
が
標

茶
を
離
れ
て
い
る
方
も
い
る
。

　

対
象
に
な
る
の
か
確
認
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　

申
請
に
よ
っ
て
対
象
者
を
把
握
し
て

　
　

い
る
。
今
後
、
民
生
委
員
と
も
情
報

交
換
を
し
て
い
く
。

　
　

各
小
中
学
校
へ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト

　
　

ス
タ
ッ
フ
を
配
置
す
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
配
置
さ
れ
て
い
な
い
学
校
は
な
ぜ

な
の
か
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
係
る
人
的
支
援
と
子
供
た
ち
の
学

び
の
保
証
等
の
た
め
、
す
べ
て
の
学
校
へ

配
置
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

小
学
校
４
校
に
配
置
し
て
い
る
。
配

　
　

置
希
望
が
あ
れ
ば
速
や
か
に
対
処
し

て
い
く
。

　
　

本
町
に
於
け
る
イ
ベ
ン
ト
に
毎
回
ゆ

　
　

る
キ
ャ
ラ
が
参
加
、
登
場
し
盛
り
上

げ
に
重
要
な
役
割
を
に
な
っ
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
禍
の
中
町
内
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
が
相

次
い
だ
が
、
そ
の
中
で
Ｊ
Ｒ
に
よ
る
標
茶

駅
、
塘
路
駅
を
利
用
す
る
特
別
列
車
が
運

行
さ
れ
て
い
る
が
グ
ッ
ズ
類
の
販
売
が
行

わ
れ
て
い
な
い
。
過
日
開
催
さ
れ
た
町
内

中
学
生
と
議
員
の
意
見
交
換
会
の
中
で
も

中
学
生
か
ら
提
案
さ
れ
た
。
開
発
、
販
売

し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

　
　

今
年
は
11
月
末
ま
で
33
日
間
の
出
動

　
　

を
し
て
い
る
。

　

Ｐ
Ｒ
用
公
式
グ
ッ
ズ
と
し
て
具
体
的
に

作
成
に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
。

　
　

現
在
改
修
中
の
「
茅
沼
地
区
観
光
宿

　
　

泊
施
設
」
は
新
し
い
名
称
で
再
出
発

し
た
い
と
の
考
え
で
３
つ
の
名
称
候
補
に

よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
町
広
報
誌
に
掲

載
さ
れ
て
い
た
。
過
去
の
町
施
設
の
名
称

は
町
民
か
ら
の
公
募
に
よ
り
き
め
ら
れ
て

き
た
経
過
が
あ
る
。
名
称
の
選
定
に
対
し

て
は
３
つ
の
候
補
も
含
め
町
民
か
ら
の
公

募
も
取
り
入
れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。　

　
　

実
施
設
計
時
に
客
室
と
露
天
風
呂
の

　
　

ス
タ
イ
リ
ン
グ
、
デ
ザ
イ
ン
監
修
業

務
に
関
わ
っ
て
い
る
原
研
哉
氏
が
代
表
取

締
役
の
㈱
日
本
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
に
発

注
し
、
Ｖ
Ｉ
開
発
の
中
で
施
設
の
存
在
が

一
目
で
覚
え
ら
れ
る
「
名
称
」
に
つ
い
て

提
案
を
お
願
い
し
た
。
誰
で
も
覚
え
や
す

く
、
言
い
や
す
く
を
念
頭
に
置
き
、
３
つ

の
案
を
基
に
最
終
決
定
し
た
い
。

　
　

町
道
の
除
雪
体
制
、
舗
装
改
良
、
橋

　
　

梁
の
補
強
な
ど
は
、
迅
速
且
つ
計
画

的
に
行
う
べ
き
だ
。
さ
ら
に
、
千
島
海
溝

周
辺
を
震
源
と
す
る
巨
大
地
震
を
も
想
定

し
た
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
整
備
を
遅
滞
な

く
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
町
民
は
、

町
の
財
政
状
況
か
ら
、
こ
う
し
た
事
業
が

縮
小
、
あ
る
い
は
先
延
ば
し
さ
れ
る
の
で

は
と
の
懸
念
を
抱
い
て
い
る
。
実
際
は
ど

う
か
。
必
要
な
調
査
は
適
宜
実
施
さ
れ
て

い
る
か
。
ま
た
、
橋
梁
の
長
寿
命
化
計
画

が
延
長
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
か
。

　
　

調
査
に
つ
い
て
は
、
５
年
に
１
度
と

　
　

義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
平
成
27
年

よ
り
現
在
２
巡
目
で
あ
る
。
橋
梁
長
寿
命

化
に
よ
り
計
画
的
修
繕
で
コ
ス
ト
が
大
幅

削
減
さ
れ
る
。
令
和
３
年
度
か
ら
10
年
計

画
で
国
の
補
助
事
業
と
し
て
23
橋
を
補
修

す
る
。

問答問答 「
す
べ
て
の
小
中
学
校
に
サ
ポ
ー
ト

ス
タ
ッ
フ
の
配
置
を
す
る
べ
き
」

問答

松
下　

哲
也
議
員

「
対
象
者
を
把
握
し
て
い
る
か
」

「
ミ
ル
ク
ッ
ク
さ
ん
、
ハ
ッ
ピ
ー
く

ろ
べ
え
の
グ
ッ
ズ
類
の
開
発
を
」

問答

「
町
民
か
ら
の
一
般
公
募
も
取
り

入
れ
る
べ
き
で
は
」

「
除
雪
体
制
、
イ
ン
フ
ラ
計
画
を

迅
速
に
」

類
瀬　

光
信
議
員

問答

鈴
木　

裕
美
議
員

総　
括　
質　
疑

総　
括　
質　
疑

決
算
特
別
委
員
会
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塘
路
湖
の
ワ
カ
サ
ギ
は
、
産
卵
の
た

　
　

め
に
ヘ
ネ
コ
ロ
ン
ベ
ツ
川
を
遡
上
す

る
。
し
か
し
、
川
の
中
流
に
、
構
築
年
度

等
不
明
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
沈
下
物
が

存
在
し
、
ワ
カ
サ
ギ
の
遡
上
を
阻
害
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
。
町
は
、
こ
の
実
態

を
把
握
し
て
い
る
か
。

　

こ
の
沈
下
物
を
漁
業
振
興
策
の
一
環
と

し
て
、
町
が
撤
去
す
る
考
え
は
な
い
か
。

近
隣
自
治
体
が
自
然
再
生
事
業
に
よ
る
浚

渫
に
よ
っ
て
、
湖
沼
の
水
質
浄
化
を
実
施

し
た
。
本
町
で
も
取
り
組
む
考
え
は
な
い

か
。

　
　

沈
下
物
は
漁
協
が
設
置
し
た
も
の
で

　
　

あ
る
た
め
、
漁
協
が
撤
去
す
る
べ
き

も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
漁
業
振
興
策
に

つ
い
て
の
補
助
は
引
き
続
き
協
議
を
進
め

る
。

　
　

元
年
度
の
牧
野
使
用
料
は
、
４
億

　
　

９
，
２
４
９
万
円
で
、
令
和
２
年
度

は
、
４
億
６
，
８
９
０
万
円
で
２
，
３
５

８
万
円
減
額
で
あ
る
。
令
和
２
年
か
ら

10
ヵ
年
計
画
で
使
用
料
が
値
上
げ
さ
れ
て

い
る
。
哺
乳
牛
は
１
日
１
５
０
円
、
育
成

牛
の
放
牧
料
は
３
０
０
円
に
値
上
げ
さ
れ

て
い
る
。
収
入
が
前
年
度
よ
り
減
額
の
理

由
は
何
か
。令
和
２
年
度
に
牧
区
の
７
号
、

８
号
が
全
く
使
用
さ
れ
て
い
な
い
そ
の
理

由
は
何
か
。

　
　

預
託
頭
数
の
適
正
化
を
目
指
す
こ
と

　
　

か
ら
、
妊
娠
確
認
牛
の
退
牧
に
よ
る

頭
数
減
が
一
因
で
あ
る
。
各
農
家
に
利
用

枠
を
決
定
し
て
お
り
、
年
２
回
に
分
け
利

用
頭
数
は
維
持
し
て
い
る
。

　

７
・
８
号
牧
区
未
利
用
要
因
は
、
人
員

配
置
の
面
で
人
手
不
足
が
主
た
る
も
の
で

あ
る
。

　
　

阿
歴
内
地
区
の
防
災
井
戸
の
水
質
が

　
　

悪
く
使
え
な
い
状
況
に
あ
る
。
別
な

場
所
に
新
し
く
ボ
ー
リ
ン
グ
す
る
計
画
が

あ
る
と
聞
く
が
具
体
的
な
計
画
を
伺
う
。

併
せ
て
ど
れ
く
ら
い
の
金
額
が
か
か
る
か

も
聞
く
。

　
　

平
成
30
年
に
廃
止
し
て
い
る
が
、
新

　
　

た
な
防
災
井
戸
の
要
望
が
さ
れ
て
お

り
、
様
々
な
情
報
提
供
を
基
に
現
在
場
所

の
決
定
を
し
、
水
質
調
査
・
水
量
等
実
際

掘
削
し
て
み
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
部
分

も
あ
る
の
が
、
実
施
に
向
け
て
進
め
て
い

く
。

　
　
「
介
護
の
新
し
い
総
合
事
業
」
に
つ

　
　

い
て
厚
労
省
は
、
市
町
村
が
中
心
と

な
っ
て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
地
域
の

支
え
合
い
体
制
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
し

て
い
る
が
、
介
護
保
険
法
に
よ
る
介
護
事

業
、
こ
れ
を
徹
底
的
に
削
減
し
て
、
地
域

の
人
た
ち
、
無
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力

を
借
り
て
介
護
を
地
域
に
丸
投
げ
し
て
い

る
と
思
う
が
ど
う
か
。
本
町
は
、
そ
の
よ

う
な
体
制
は
で
き
て
い
る
か
。

　

本
町
に
は
そ
の
よ
う
な
余
力
は
な
い
と

思
う
が
ど
う
か
。

　

実
績
報
告
書
の
中
で
の
記
述
は
正
し
く

な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

　　
　

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
と
こ
ろ

　
　

で
、
民
間
主
導
で
と
い
う
と
こ
ろ
で

は
、
通
所
型
、
訪
問
型
含
め
て
法
律
上
と

い
う
い
か
運
用
上
は
用
意
さ
れ
て
い
る

が
、
地
域
の
中
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
を

含
め
て
な
か
な
か
そ
こ
ま
で
に
は
至
っ
て

い
な
い
．
体
制
と
し
て
は
出
来
上
が
っ
て

は
い
な
い
。

　

実
績
報
告
の
中
で
は
、
新
し
い
総
合
事

業
を
推
進
し
て
い
く
と
記
載
し
て
い
る

が
、
協
議
の
場
を
持
ち
な
が
ら
推
進
し
て

い
る
と
こ
ろ
な
の
で
そ
う
い
う
表
現
を
し

た
。　

「
育
成
牧
場
の
牧
野
使
用
料
が
前

年
度
よ
り
低
い
の
は
な
ぜ
か
」

黒
沼　

俊
幸
議
員

問答 「
ヘ
ネ
コ
ロ
ン
ベ
ツ
川
へ
の
ワ
カ

サ
ギ
の
遡
上
を
円
滑
に
す
べ
き
」

問答

「
阿
歴
内
地
区
の
防
災
井
戸
の
整

備
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
」

問答深
見　
　

迪
議
員

「
厚
労
省
の
「
介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
」
の
実
施

は
本
町
で
は
無
理
で
は
な
い
か
」

問

答
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総括質疑
　
　
「
不
登
校
」
と
認
識
す
る
基
準
は
何

　
　

か
。
ま
た
、
本
町
で
の
実
態
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
「
不
登
校
」
の
分
析
、
調
査
は
行
っ
て

い
る
か
。

　

そ
の
子
の
考
え
方
で
、「
不
登
校
」
が

あ
っ
て
も
い
い
の
だ
よ
と
い
う
、
子
ど
も

た
ち
を
見
守
っ
て
い
く
認
識
は
、
教
育
委

員
会
や
学
校
に
あ
る
の
か
。

　
　

道
教
委
で
は
、
年
間
累
計
で
30
日
以

　
　

上
欠
席
し
た
場
合
、
て
い
ね
い
な
対

応
を
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
町
で
は
令

和
２
年
度
内
で
30
日
以
上
欠
席
し
た
小
学

生
は
６
名
、
中
学
生
で
は
９
名
で
あ
る
。

一
番
長
く
休
ん
だ
子
は
１
６
０
日
で
あ

る
。

　
「
不
登
校
の
調
査
で
は
、
病
気
に
起
因

す
る
も
の
、
学
業
不
振
、
理
由
は
は
っ
き

り
し
な
い
が
何
と
な
く
不
安
で
休
む
な
ど

で
あ
る
。
国
の
方
で
も
学
校
だ
け
が
そ
の

子
の
居
場
所
で
は
な
い
と
い
う
考
え
方
が

浸
透
し
て
い
る
。
支
援
の
場
、
居
場
所
に

つ
い
て
学
校
と
連
携
し
て
考
え
て
い
く
。

　
　

特
別
支
援
教
育
の
こ
と
に
つ
い
て
、

　
　

全
教
職
員
が
一
堂
に
会
し
て
話
し
合

い
、
研
修
す
る
こ
と
は
年
、
何
回
あ
る
か
。

　

特
別
支
援
教
育
は
、
特
別
支
援
学
級
だ

け
の
問
題
で
は
な
く
、
全
校
で
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
よ
う
な
全
校
的
な
体
制
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

　
「
各
学
校
に
お
い
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
中
心
に
校
内
委
員
会
が
」
と
あ
る

が
、
教
職
員
の
多
忙
化
の
中
で
、
か
な
り

難
し
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

特
別
支
援
教
育
は
、
学
校
全
体
で
取

　
　

り
組
む
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

年
度
当
初
の
会
議
で
は
、
必
ず
特
別
支

援
教
育
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
、
教
職

員
全
体
の
共
通
認
識
に
な
っ
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。

　

校
内
委
員
会
の
機
能
の
充
実
は
大
変
難

し
い
と
考
え
て
い
る
が
、
校
長
会
議
、
教

頭
会
議
、
特
別
支
援
教
育
連
絡
協
議
会
等

で
話
し
合
わ
れ
た
内
容
を
持
ち
帰
り
組
織

的
に
共
有
し
た
り
、
対
応
を
す
る
よ
う
に

し
て
い
る
。

　
　

最
近
、
多
和
平
へ
観
光
や
遊
び
に
行

　
　

か
れ
た
方
々
か
ら
、
ト
イ
レ
環
境
が

悪
い
と
の
苦
情
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
悪

臭
・
時
々
つ
ま
る
・
ク
モ
や
雀
の
巣
が
あ

る
・
カ
ラ
ス
や
コ
ウ
モ
リ
が
い
る
等
で
す
。

　

町
の
案
内
板
に
も
多
和
平
が
使
わ
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
観
光
地
の
ト
イ
レ
環
境

は
大
事
だ
と
考
え
ま
す
。
コ
ロ
ナ
感
染
防

止
対
策
も
考
慮
し
早
急
な
ト
イ
レ
改
修
を

す
る
べ
き
と
考
え
る
が
町
の
考
え
を
伺

う
。

　
　

観
光
地
の
き
れ
い
な
ト
イ
レ
環
境
の

　
　

提
供
は
必
要
と
考
え
る
。
老
朽
化
も

進
ん
で
い
る
の
で
、
新
年
度
予
算
で
対
応

を
予
定
し
て
い
る
。

　
　

監
査
委
員
か
ら
の
決
算
審
査
意
見
書

　
　

に
記
載
さ
れ
て
い
る
現
年
度
に
お
け

る
収
入
未
済
額
を
出
さ
な
い
、
増
や
さ
な

い
事
が
今
後
の
課
題
と
。
町
税
を
は
じ
め

各
種
税
金
の
収
納
に
当
た
る
担
当
者
の
権

利
、
権
限
は
付
与
さ
れ
て
い
る
か
。
税
外

収
入
金
に
対
す
る
収
納
対
策
は
ど
う
か
。

滞
納
者
に
対
す
る
対
応
は
ど
う
か
。

　
　

税
務
課
に
配
属
さ
れ
た
時
点
で
職
員

　
　

に
は
徴
税
吏
員
証
が
付
与
さ
れ
る
。

　

税
外
収
納
金
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
税

外
徴
収
対
策
委
員
会
を
設
置
し
て
調
査
検

討
を
重
ね
て
対
応
し
、
現
状
の
債
権
管
理

を
行
い
適
切
に
対
応
し
て
い
る
。

　
　

新
年
度
予
算
編
成
時
に
お
い
て
は
備

　
　

荒
資
金
、
財
政
調
整
基
金
等
を
取
り

崩
し
て
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い

る
。
決
算
時
に
は
積
戻
し
さ
れ
て
い
る
が

現
在
の
基
金
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に
と
ら

え
て
い
る
か
。

　
　

年
度
末
で
備
荒
資
金
は
２
億
４
，
０
０

　
　

０
万
円
支
消
し
た
。

　

現
在
の
基
金
の
状
況
は
、
土
地
開
発
基

金
を
含
め
て
、
約
61
億
９
，
０
０
０
万
円

で
あ
る
。

問答問

答

問答

問答

「
不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
を
守
っ

て
い
く
認
識
は
あ
る
か
」

深
見　
　

迪
議
員

「
特
別
支
援
教
育
は
全
校
的
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
か
」

「
多
和
平
展
望
台
の
ト
イ
レ
を
改

修
す
べ
き
」

鴻
池　

智
子
議
員

松
下　

哲
也
議
員

「
収
納
対
策
に
工
夫
を
」

「
基
金
の
状
況
は
」

問答
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座　談　会

標茶中学生との座談会

　町議会として初の試みである標茶中学校３年生との座談会が１１月２４日午後より中学
校体育館で行われました。議員３年目の私としては、不安と緊張でいっぱいでした。子ど
も達の真剣でまっすぐな目の輝きを感じました。事前授業もしっかりと取り組んだとのこ
と。内容も一つ一つ具体性のある物で、これからの標茶の未来図を話してくださり、明る
い希望を感じました。すぐにでも実行するべき案もあり、私達も若い世代と共に取り組む
べきと考えさせられました。一つでも多く形として残してあげたいとの責任を新たにする
機会となりました。今回の企画を一回きりのものとせず今後も続けていくことが大事であ
ると思います。今回は私達議員にとっても大変勉強になりました。今後の活動につなげて
いきたいとあらためて決意をいたしました。

標茶中学校３年生との座談会　　　　鴻池　智子　議員

　初めて取り組んだ中学生との座談会であるが授業の形態で行われ、生徒の積極的な姿勢
と提案を聞く機会を頂いた事に感謝したい。
　中学生の目線で本町をしっかりと見つめ分析しこれからの町作り構想を様々な分野から
提言を頂いた。基幹産業の更なる発展プラン、観光資源の有効活用、情報発信、グッツ商
品化等々若い世代の感覚に多くの刺激を受け、次の世代の為にも更なる魅力ある町づくり
に取り組む責任を改めて痛感させられる機会であった。

標茶中学生との意見交換会　　　　松下　哲也　議員



14令和４年２月１日　発行

標茶町学校給食共同調理場視察・試食

標茶町学校給食共同調理場が完成

　標茶町学校給食共同調理場が完成し、令和３年 11 月 24 日に視察、令和４年１月７日

に試食会が行われました。

　視察時には担当課の説明をもとに各施設内を見学しました。最新の設備が設置されてお

り、調理にあったっての徹底した衛生管理がなされている事がうかがえました。昨今では

O157 やその他食中毒対策だけではなく新型コロナウィルスなどのウィルス対策の必要性

が重要視されていますが、当施設では万全な体制がとられているので児童生徒に安心して

食事してもらえることと思います。

　また試食会では実際に新しい施設で作られた食事を理事者・議員で試食しました。メ

ニューはご飯に味噌汁、唐揚げとカボチャのサラダでした。給食で使う食器で美味しくい

ただきましたが、数十年ぶりに味わう懐かしさと味付けの工夫に感心していました。小学

生では約 630 キロカロリー。中学生では約 810 キロカロリーだと知りましたが、我々も

普段からカロリ―を意識した食生活が必要性だと感じる試食会でありました。
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委員会報告

○ 調査日時 ：令和３年  ７月 19 日午前 10 時～
　　　　　　 令和３年 11 月 10 日午前 10 時～　　
○ 調査場所： 特別養護老人ホームやすらぎ園

厚生文教委員会所管事務調査報告書

１．調査事項 
　特別養護老人ホームやすらぎ園の現状と課題について

２．出席者
　委　員　深見委員長、類瀨副委員長、長尾委員、鈴木委員、黒沼委員、後藤委員、菊地議長
　説明者　穂刈やすらぎ園長、楢山庶務係長、齋藤業務係長、村山生活相談係長、石塚保健福祉課長
　　　　　佐藤介護保険係長
　事務局　中島議会事務局長、中嶋議会議事係長、和田議会庶務係長

３．主な資料説明
　穂刈やすらぎ園長から、主に以下の事項について説明があった。
　①介護職員及び事務職員の現状と課題
　②100 床のフル稼働についての現状と課題
　③待機者の現状、今後のニーズ
　④「やすらぎ園」の改築計画について
　⑤当面する必要な施設整備、改修の課題について
　⑥入園に関する費用について
　⑦現在の直営方式と民間委託について
　⑧入所対象は原則介護度３以上となっているが、特例的な入所について
　⑨新型コロナ感染症の対策・家族や友人との面会等について説明を受けた
　・職員体制では、現在定数から不足している現状にあり、そのことから、入所定員を 100 名から 80
　　名、短期入所を 12 名から６名に制限せざるを得ない状況にある。職員の募集をしているが、応募
　　がない状態が続いていて、今後の町の労働人口の減少は避けられないこともあり、職員確保につい
　　ては困難が予想される。また、会計年度任用職員の年齢構成から、今後数年間、退職者が続く可能
　　性もあるので、人員不足を補う方法等調査検討する必要がある。
　・人員不足を補う一つの方法として、遠方にいながら職員間での利用者の状況の共有が可能になる介
　　護業務支援機器ＩＣＴ「インカム｣を導入した。引き続き人員不足を補うため機器の導入など調査研
　　究を進めていく必要がある。
　・待機者の現状は、町内外、男女合わせて 96 名で、この内要介護３以上が 68 名となっている。
　　緊急の場合は、入園利用者調整会議を開催し、最優先の対応をしている。
　・築 47 年が経過しているやすらぎ園の改築計画については、軽費老人ホーム「駒ヶ丘荘」も視野に
　　入れた整備方針を早急に確立する必要がある。なお、建物の耐用年数は、北棟であと 22 年、南棟
　　で 25 年残っている。人員確保、利用ニーズを見据えた利用定員の設定など検討すべき課題は多く
　　ある。また、民間を活用した運営方法の検討も考えている。今後、補助金等も踏まえ実施スケジュ
　　ールを検討していく。なお、病院を利用した介護医療院については、現状では困難であるとの判断
　　に至った。
　・新型コロナ感染症の対策・家族友人等の面会については現在、11 月８日から別室ではあるが直接
　　面会できるようにした。

３．主な質問
　・人員の確保、施設のあり方、ユニット方式の導入、改築について財政確保も含めて具体的な計画を
　　早めるべき、利用者の経済状況、低所得者への配慮などについて質問があった。

４．委員会の所見
　・職員の定数は決まっているが、現状、入所希望者が相当数いることから、定数を変えてでも 100 名
　　の定員を維持すべきであり、そのための手立てを早急に検討すべきである。
　・特別養護老人ホームとケアハウス（軽費老人ホーム C型）併設の方向性については、現実的な課題
　　ではあるが、議会や町民の意見を取り入れながら早い時期に示すことが必要である。
　・現状抱えている特養やすらぎ園の課題について、研究、検討から進んでいるように見えない。本福
　　祉政策の要として早期に方向を示すことが必要であり、同時に研究、検討の進捗状況を出来るだけ
　　明らかにしながら進めるべきである。
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委員会報告

○ 調査日時 ：令和３年 11 月 16 日
○ 調査場所： 標茶町多和育成牧場

１．調査事項 
　多和育成牧場の経営状況について　

２．出席者
　委　員：松下委員長・鴻池副委員長・渡邊委員・熊谷委員・本多委員・菊地委員
　説明員：若松育成牧場長・山崎次長・溜田管理係長
　事務局　中島事務局長・中嶋議事係長

３．調査の経過及び内容
　提示された資料に基づき説明を受け質疑を行い、その後利用休止中の７、８号牧区の現地
視察を行った。令和２年度牧場決算の状況、草地の整備方針、建物・施設の整備方針、車輌
・機械の整備方針及び収支見込が令和 11 年度まで示された。
　収支決算では 2,265 万円の収支不足となっているが、購入飼料費 13,359 万円の内、粗飼
料購入が 5,340 万円である。草地整備（更新）は３年度から７年度まで道営事業で 265ha、
11 年度まで直営事業で簡易更新や施肥管理の草地整備を 300ha 行うとしている。
　建物・施設整備では３年度にバンカーサイロ 10 基が整備されたが、７年度までに道営事
業で畜舎１棟関連施設の建設が予定されている。車輌・機械整備では年度毎に更新導入の予
定計画が示されている。

４．委員会の所見
　近年、町内に民間経営の預託牧場や哺育センターが数社設立され順調な運営がされている
中で、町営の育成牧場として長年、運営されてきた意義・役割は大きなものがあると理解さ
れる。また、観光牧場としての役割も求められ、めん羊飼育による就労の場の提供の役割も
果たしてきた。
　今後の育成牧場の方向として、いかに安定した経営を目指すためには所有面積に見合った
受け入れ頭数の設定が必要と考える。令和５年より夏季 2,300 頭、冬季 2,000 頭、哺育 500
頭に設定してバランスのとれた収支見込みを示している。経営収支に大きく影響を与えるの
は、購入飼料費であるが、そのうちの 40％弱が粗飼料の購入になっているということは、適
正な受け入れ頭数を超えた状態といえる。利用休止中の牧区の草地整備を進め、粗飼料確保
に向けた取組みを強化すべきと考える。バンカーサイロの整備に合わせ１年分の粗飼料の在
庫量を目標とすることであるので早期の達成を願う。
　上オソベツ団地の施設については、緊急時に利用するとなっているが、水道施設の復旧が
現実的に困難なことを考えると今後に向けた検討を進めていくべきと考える。
　めん羊事業については、令和２年第１回定例会で「めん羊振興に関する条例」が制定され
た。標茶町育成牧場において、優良なめん羊を育成し生産された羊肉と羊毛の還元に努め畜
産と観光の振興に寄与することを目的に必要な事項を定めたものである。肉のブランド化が
大きく期待されているが、事業の取組みが進んでいないのが実態である。様々な要因があげ
られているが早期に強力な取組みをしていくことを期待する。

総務経済委員会所管事務調査報告書
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賛否一覧・意見書

意意

見見

書書

◆ ◆ ◆ ◆  令和３年 第６回臨時会賛否一覧 ◆ ◆ ◆ ◆

※これ以外の議案等は全員一致です。

議案第６８号
工事請負契約の締結について

議案第６９号
工事請負契約の締結について

議案第７０号
工事請負契約の締結について

議案第７１号
財産の取得について

議　員　名

議案等の内容

結　
　
　

果

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

○ 賛成　× 反対　退 退席　欠 欠席　（議長は、可否同数以外の採決には加わりません。）

× × ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○

× × ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○

× × ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○

× × ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○

菊
地　

誠
道

後
藤　
　

勲

鴻
池　

智
子

黒
沼　

俊
幸

本
多　

耕
平

深
見　
　

迪

鈴
木　

裕
美

熊
谷　

善
行

松
下　

哲
也

長
尾　

式
宮

類
瀬　

光
信

渡
邊　

定
之

　

次
の
２
件
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
、
い

ず
れ
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
意
見
書
第
17
号
（
可
決
）

加
齢
性
難
聴
へ
の
補
聴
器
購
入
の
た
め
の

国
の
助
成
を
求
め
る
意
見
書

　

高
齢
者
が
経
済
的
な
理
由
に
よ
っ
て
補

装
具
の
購
入
困
難
を
招
き
、
日
常
生
活
や

社
会
的
活
動
に
制
約
が
加
わ
る
事
の
無
い

よ
う
、
国
に
補
聴
器
購
入
の
公
的
助
成
を

求
め
る
も
の
で
す
。

◆
意
見
書
第
18
号
（
可
決
）

地
球
温
暖
化
、
海
水
温
上
昇
に
伴
う
水
産

漁
業
被
害
の
解
明
と
支
援
策
を
求
め
る
意

見
書

・
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
を
確

　

実
に
行
う
こ
と
。

・
海
水
温
上
昇
に
伴
う
水
産
漁
業
等
被
害

　

の
実
施
調
査
を
行
う
こ
と
。

・ 

被
害
対
策
の
策
定
と
支
援
を
行
う
こ

　

と
。

・
長
期
的
な
水
産
振
興
策
の
策
定
と
支
援

　

を
行
う
こ
と
。
な
ど
を
求
め
る
も
の
で

　

す
。

◆ ◆ ◆ ◆  令和３年 第４回定例会賛否一覧 ◆ ◆ ◆ ◆

※これ以外の議案等は全員一致です。

議案第８４号
名誉町民の決定につき議会の議決を
求めることについて

議案第８５号
令和３年度標茶町一般会計補正予算

議　員　名

議案等の内容

結　
　
　

果

原案可決

原案可決

○ 賛成　× 反対　退 退席　欠 欠席　（議長は、可否同数以外の採決には加わりません。）

× ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

× ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

菊
地　

誠
道

後
藤　
　

勲

鴻
池　

智
子

黒
沼　

俊
幸

本
多　

耕
平

深
見　
　

迪

鈴
木　

裕
美

熊
谷　

善
行

松
下　

哲
也

長
尾　

式
宮

類
瀬　

光
信

渡
邊　

定
之
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集

記

編

後

　

議
会
日
誌
か
ら

　　

昨
年
11
月
24
日
に
議
会
と
し
て
初
の
試
み
で

あ
る
中
学
生
と
の
座
談
会
を
標
茶
中
学
校
で
開

催
し
ま
し
た
。
中
学
３
年
生
の
生
徒
さ
ん
た
ち

が
公
民
の
授
業
で
標
茶
町
総
合
計
画
を
参
考
に

取
り
組
ん
で
い
た
「
し
べ
ち
ゃ
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
発
表
し
て
も
ら
い
、
議
員
諸
氏
と
意
見
を
取

り
交
わ
し
ま
し
た
。
64
名
の
生
徒
さ
ん
た
ち
が

そ
れ
ぞ
れ
【
農
業
】
【
観
光
】
【
ま
ち
づ
く
り
】

な
ど
６
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
班
分
け
さ
れ
様
々

な
意
見
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間

の
１
時
間
で
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
の
生
徒
さ
ん

の
発
表
に
も
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
、
生
徒

さ
ん
た
ち
が
こ
れ
か
ら
活
躍
す
る
将
来
を
頼
も

し
く
思
う
と
と
も
に
、
我
々
も
さ
ら
な
る
議
員

活
動
を
誓
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
を
振
り
返
る
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
と

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
追
わ
れ

る
１
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
は
一
つ
で
も
明
る
い
話
題
の
多
い

年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
ま
た
皆
様
の
益
々
の
ご

健
勝
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
文
責　

長
尾　

式
宮
）

第
６
回
臨
時
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会

釧
路
公
立
大
学
事
務
組
合
第
２
回
定
例
会

厚
生
文
教
委
員
会
所
管
事
務
調
査

総
務
経
済
委
員
会
所
管
事
務
調
査

議
会
運
営
委
員
会

第
４
回
定
例
会

議
会
運
営
委
員
会

総
務
経
済
委
員
会

厚
生
文
教
委
員
会

全
員
協
議
会

広
報
委
員
会

釧
路
町
村
議
会
議
長
会

 

12 
月
定
例
会

広
報
委
員
会

広
報
委
員
会

九
月
二
十
九
日

十
月
六
日

　
　
　

〜
七
日

十
月
二
十
九
日

十
一
月
十
日

十
一
月
十
六
日

十
二
月
三
日

十
二
月
七
日

　
　
　

〜
八
日

十
二
月
七
日

十
二
月
七
日

十
二
月
七
日

十
二
月
七
日

十
二
月
八
日

十
二
月
十
六
日

十
二
月
二
十
七
日

一
月
十
一
日

渡　

邊　

定　

之

類　

瀬　

光　

信

長　

尾　

式　

宮

松　

下　

哲　

也

熊　

谷　

善　

行

鈴　

木　

裕　

美

深　

見　
　
　

迪

本　

多　

耕　

平

黒　

沼　

俊　

幸

鴻　

池　

智　

子

後　

藤　
　
　

勲

菊　

地　

誠　

道

謹
賀
新
年

謹
賀
新
年

謹
賀
新
年

令和４年 元旦　多和平 初日の出令和４年 元旦　多和平 初日の出令和４年 元旦　多和平 初日の出

標茶町議会アドレス　 http://www.town.shibecha.hokkaido.jp/gikai/

〒088-2312 北海道川上郡標茶町川上４丁目２番地  電話(015)485-2111（代）  FAX(015)485-3199


